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MBT構想・奈良モデルの国内展開・世界展開を志向し実証実験を起点とした事業化を前提に各種活動中

งา่ยส าหรบัคนให้ สภาพแวดลอ้ม x ขึน้อยูก่บัขอ้มูลที่

ส าคญัการใหบ้รกิารปรบัตวับุคคล
MBT ตระหนักถึงความร่วมมือ

サービス連携イメージ アジア諸国
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MBTの出口戦略およびSociety5.0の実現

MBT（Medicine-Based Town, 医学を基礎とするまちづくり）

            地域医療・介護の現状
 ・日本の高齢化率は2025年に30%を超え、2040年には35%超へ
・医療・介護費の増大、病床削減に伴い在宅ケアへの移行が急務
・地域による支え合い・多職種連携が不可欠

 出典：厚生労働省「地域医療構想」(2023), 総務省統計局

課題②：医療・介護人材の不足と地域格差
       ・医師・看護師・介護士の地域偏在が深刻
       ・特に地方では“在宅医療担い手”が不足
       ・若年層人口の減少により支援基盤が脆弱化
       ・ICT導入や働き方改革による効率化が急務

         出典：日本医師会・介護労働安定センター統計（2024）

課題①：高齢化と人口構造の変化
        ・都道府県別の高齢化率に地域差

       （例：秋田40%超／東京25%未満）
        ・高齢者人口の増加に対し、現役世代の減少が顕著
        ・医療・介護需要が増える一方で、財政・人材は減少傾向

            出典：内閣府 高齢社会白書（2024）
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課題②：医療・介護人材の不足と地域格差
       ・医師・看護師・介護士の地域偏在が深刻
       ・特に地方では“在宅医療担い手”が不足
       ・若年層人口の減少により支援基盤が脆弱化
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課題①：高齢化と人口構造の変化
        ・都道府県別の高齢化率に地域差

       （例：秋田40%超／東京25%未満）
        ・高齢者人口の増加に対し、現役世代の減少が顕著
        ・医療・介護需要が増える一方で、財政・人材は減少傾向

            出典：内閣府 高齢社会白書（2024）
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南城市

ライフスタイルセンシング 全国展開 設置・議論中

『連続データ』
= 

『背景データ』
=

『正解データ』



① ②  ③



生活データの価値

例えば、医学では
「喫煙者は肺がんになる確率が高い」
⇒喫煙者全員が肺がんになるわけではない。

禁煙すれば確率低下。

「高齢になるほど認知症やフレイル、がんなど
の罹患率は統計的に上昇する」
⇒運動、食生活、社会参加などにより変化する。

確率で決まる部分
遺伝、加齢変化、偶然、環境、事故、病気など 
自ら変えられる部分
生活習慣、運動、食事、睡眠、人との交流、学
習、受診行動など。

Concept
• 理論上の確率は存在する。
• しかし未来は毎日の選択で変えられる。
• ライフスタイルセンシングがその鍵。

MBT Link / Lifestyle Sensing Concept

人生には確率的な未来がある。しかし、その未来に向かう途中の生活は毎日変化している。
その変化を継続的に捉え、適切に介入することで、未来の確率は変えられる。

人生には『確率』がある、しかし、その確率（未来）は変えられる



なぜ医療分野が大きく変わるのか？ • 小さな発見が命を救う
• 早期発見が医療費削減につながる
• 健康寿命延伸への期待

医療は、人の命に関わります。
だからこそ、
小さな発見が、非常に大きな価値を持つ。
例えば、
・少し早く 異常に気づく 
・少し早く 生活を改善する 
・少し早く 相談する 
それだけでも、
・重症化防止 
・寿命延伸 
・医療費削減 
・QOL/Wellbeing向上 
につながる。

実際、日本人の寿命はこの100年で倍
（男性81、女性87歳）になった。

これは、
・衛生 
・栄養 
・医療技術 
・データ活用 
など、小さな積み重ねの結果です。

AIはパートナーになる
（ライフインサイトAI）

• AIが生活変化を先に察知
• 睡眠・活動・食事変化を分析
• 人を支援する伴走型AIへ

AIは“道具”から“パートナー”へ
これからのAIは、
単なる検索エンジンではない。

AIは、
・状態を理解し 
・変化を予測し 
・提案し 
・人を支援する 
存在になり得る。
つまり、
「AIが伴走する時代」
になっていく。
例えば、
・最近睡眠が乱れている 
・活動量が落ちている 
・食事バランスが崩れている 
・外出頻度が減っている 
こうした変化を、
AIが生活データから先に気づくようになる。



MBT（Medicine-Based Town, 医学を基礎とするまちづくり）
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MBTの出口戦略およびSociety5.0の実現

ライフスタイルセンシング 生活リズムを見える化 MBT構想の展開方針

MBT（Medicine-Based Town, 医学を基礎とするまちづくり）



ライフスタイルセンシングとは
いつもの暮らしを見守り、早めの気づきにつなげる仕組みです

これは何ですか？

ご自宅での電気の使われ方などから
、活動量・食事・睡眠・生活リズム
の変化を確認します。

目的

病気を診断するものではなく、
「いつもと少し違う変化」に早めに
気づくための仕組みです。

大切な考え方

監視ではありません。
安心して暮らし続けるための
“気づきの仕組み”です。

ご案内している理由

今すぐ危険という意味ではなく、早めに生活変化を見守ることが有効と考えられる方へご案内しています。

生活の変化は、体調変化のサインになることがあります

外出

外出が減る
活動量が少なくなる

食事

食事のリズムが乱れる
食事回数が変わる

夜間

夜間の活動が増える
睡眠リズムが乱れる

生活

起床・就寝時間が変わる
規則性が崩れる

早めに気づくことで、必要に応じて声かけ・相談・支援につなげます。



家族の安心。暮らしが変わる、家族がつながる

ライフスタイルセンシング（電力データ解析）



家族の安心。暮らしが変わる、家族がつながる

ライフスタイルセンシング（電力データ解析）

1分に1点30分に1点
家電個々は分からない



生活データの価値

自治体・地域包括が抱える課題
人手不足の中で、誰を優先すべきかが分からない

地域課題
・高齢者増加
・独居・老老介護増加
・認知症増加
・医療・介護費増大
・相談遅れ・孤立

現場課題
・全員訪問は困難
・相談に来ない人が見えない
・悪化後対応になりやすい
・優先順位付けが難しい

求められていること
・悪化前に気づく
・継続悪化を見つける
・本当に危ない人を抽出する
・限られた人員で効率的に支援する

なぜ従来は難しかったのか
単発の情報では『流れ』が見えない

従来
・健診・相談時のみ
・本人申告中心
・異変後に把握
・点の情報

ライフスタイルセンシング
・電力等から連続データ取得
・生活リズムの変化を把握
・継続悪化・急変を検知
・線の情報



生活データの価値

なぜ『連続データ』が重要なのか
単日異常ではなく、継続変化を見る

見える変化
・活動量低下
・食事リズム変化
・夜間活動増加
・外出減少
・生活規則性低下

連続データだから分かること
・数日〜数週間の悪化
・急変の早期検知
・一時的変化との区別
・『いつもと違う』の把握

結果として
・フレイル予防
・認知症リスク把握
・孤立・低栄養把握
・重症化予防

特に向いている対象者
生活変化が支援判断に直結する方

対象 なぜ重要か LSSで見える変化

独居高齢者 気づく人がいない 活動・食事・夜間変化

フレイル予備群 生活変化が先に出る 活動低下・外出減少

MCI・認知症予備群 まず生活が崩れる 昼夜逆転・規則性低下

慢性疾患高齢者 悪化前兆が出やすい 睡眠・活動・水分変化

退院直後 再悪化リスク高い 生活が戻っているか

老老介護・家族遠方 支援遅れを防ぐ 継続悪化・孤立

S

S

S

A

A

A

S＞A＞B＞C

B:一般高齢者
C:若年健常者



ライフスタイルセンシング（電力データ解析）生活リズムを見える化

ご本人・ご家族にとってのメリット

ご本人のメリット

・普段通りの生活の中で見守れます
・体に機器をつける必要はありません
・生活リズムの乱れに早く気づけます
・必要な時に相談や支援につながりやすくなります

ご家族のメリット

・離れていても生活変化に気づきやすくなります
・「何かあったらどうしよう」という不安の軽減につ
ながります
・異変が疑われる時に早めの確認ができます
・ご本人の自立した生活を支えられます

分かること・分からないこと

分かること

・活動が少なくなっていないか
・食事や生活のリズムが乱れていないか
・夜間の動きが増えていないか
・いつもと違う状態が続いていないか

分からないこと

・病名の診断はできません
・生活の細かな内容を見るものではありません
・映像や音声で監視するものではありません

AIが生活変化に気づき、必要な時には人が声をかけ、相談や支援につなげます。



ライフスタイルセンシング 生活リズムを見える化

生活

食事

行動

スコア

入院

入院の2ヶ月前から、
スコアが低下していた

入院されたモニターの方の

事例から

癌と診断される数か月前から、ライフスタイルスコア（LSS）が明らかに低下
（特に、生活・活動スコアの急激な悪化）しており、本人も体調の異変を自覚していた。

事例紹介
 地域での活用

スコアの急激な下降は、重篤な疾患の前兆である可能性が高く、早期の医療受診や精密検査
の打診が極めて重要である。現在、同様のスコア変動が見られる方には、早期検査を提案。

点ではなく、線で捉える。生活の連続データが健康を守る



保健師・包括が本当に欲しい情報
大量データではなく『誰に何をするか』

最も重要
・継続悪化者
・急変者
・孤立・見えない人
・今すぐ対応が必要か

AIが提示
・通常見守り
・数日内確認
・訪問推奨
・看護相談
・受診推奨

現場メリット
・訪問優先順位が決まる
・見逃し不安を減らす
・対応効率化
・支援漏れ防止

客観的評価による検知、気づき、人が支える
地域包括ケアとの親和性

ライフスタイル
センシング
生活変化検知
継続悪化検知

ライフスタイル
サポーター

電話・訪問
主観確認

保健師
相談・受診勧奨

専門判断

役場
全体管理
地域施策

これからの健康づくり 生活を診る時代



参考）MBT構想の実現 地域フォロー体制の検討 こころ検定有資格者連携



人手不足を補う「人×AI」の見守り基盤

Connecting people and AI to share real-life experiences.

ライフスタイルAIアバター対応

近年、自治体の見守りは人手不足により、人だけで支え
る仕組みに限界が見えいる。
そのため、対面で支援する
「ライフスタイルサポーター」に加え、電力や水道など
の生活データを活用した新しい見守りが始まっている。

今後、AIが生活データを分析し、「ライフインサイトAI
アバター」として一人ひとりに合わせた声かけを行うこ
とで、人の支援とデジタルの力を組み合わせた見守りへ
と進化していく。

この仕組みにより、
限られた人材でも多くの人を支えることが可能となり、
より個別に寄り添った質の高い見守りが実現できる。

これは、
人の支援にライフインサイトAIと生活データを組み合わ
せた新たなモデルであり、人手不足を補いながら、質の
高い見守りを実現する新しい仕組み である。

ライフインサイトAIと健康 継続データの活用



ライフインサイトAIと健康 継続データの活用



LSS×遠隔相談/遠隔医療



プラットフォーム連携）ライフスタイルセンシング＊音声認識付AIスマートプラグ、認知症チェックアプリ



プラットフォーム連携）ライフスタイルセンシング＊ACP



これから



参考）MBT AIプラットフォーム全体体系

連続データ
電力
水道
音声

LifeRadix OS
Continuous Life 
Intelligence

生活モデル生成
生活スコア
生活理解
予兆
個別適合AIの基盤

Life Insight AI
対話AI
健康相談
生活改善
個別提案
アバター
AIコーチ

AIエージェント
用途別サービス
• 健康  • 保険
• 医療  •見守り
•介護 • 自治体
•生活 •研究

LifeRadix：4種類の情報を統合する『生活理解基盤』

① Living Data
• 電力
• 水道
• 音声
• ウェアラブル

② Communication 
Data

• 面談
• 電話
• 家族情報
• 現場メモ

③ Medical Data
• KDB
• 健診
• 医療/バイタル
• 介護

④ Environmental 
Data

• 気象
• 住宅
• 地域
• 社会環境

人との連携
ライフスタイル
サポーター
家族
医療
自治体

AIエージェント
• 健康
• 介護
• 保険
• 自治体

AIエージェント
• 健康
• 保険
• 見守り
• 医療
•介護
• 自治体
•生活
•研究

AIエージェントが活用する情報の全体像

① 連続データ：生活・食事・活動・睡眠・生活リズム
② コミュニケーションデータ：相談内容、困りごと、家族情報、現場メモ
③ 医療・介護データ：健診、KDB、受診・介護情報
④ AIが統合し『LifeRadix（生活モデル）』を更新
⑤ Life Insight AIが最適な会話・助言・支援を提供

重要な考え方

『生活データ × 現場コミュニケーション × AI により 信頼できるAIエージェントを実現』



MBT構想・奈良モデルの国内展開・世界展開を志向し実証実験を起点とした事業化を前提に各種活動中

ง่ายส าหรบัคน

ให้
สภาพแวดลอ้ม x ขึน้อยูก่บัขอ้มูลที่

ส าคญัการใหบ้รกิารปรบัตวับุคคล
MBT ตระหนักถงึความ

ร่วมมือ

サービス連携イメージ アジア諸国

人にやさしい

快適環境の提
供

環境 x バイタルデータによる
個別適合サービスの提供“連携”が実現するMBT

サービス連携イメージ 国内の他地域

人にやさしい
快適環境の提供

環境 x バイタルデータによる
個別適合サービスの提供“連携”が実現するMBT

サービス連携イメージ 奈良県橿原市

高齢者

NPO

リハビリ

ハウスメーカー

退院後も医学的に
見守られて安心

妊婦

NPO

産婦人
科

ハウスメーカー

妊婦特有の異常を
早期発見できて安心

児童

NPO

学
校

どこにいても
守られて安
心

学 習
塾
保 育
所
児 童
館

外勤労働者/アスリート

NPO

職
場

気象や環境データを
体調に反映

通 勤
時

運 動
時

ケアセンター

健康状態のスコア
化

リハビリ施設

センサーによる室内環境データの収集

奈良県立医科大学

MBTコンソーシアム・MBT研究所

産婦人
科

リスク予測

バイタルデータの収集

ロードサイド

病
院

自販機による環
境
学
校

ビーコンによる位置情報、行動履歴データの収集

奈良県立医科大学

イメージキャラクター

しょうとくた医師くん

MBTの出口戦略およびSociety5.0の実現

ライフスタイルセンシングがつくる、そっと見守るやさしい社会

MBT（Medicine-Based Town, 医学を基礎とするまちづくり）

ライフスタイル・センシング

ライフスタイル・サポーター

表現案 説明・ニュアンス

暮らしの変化に気づき、そっと支える未来 センシングによる見守りとサポートをやさしく表現

何げない日常の“ちょっとした異変”を見逃さない社会 小さな変化への気づきを重視する方向性

暮らしのリズムから健康をまもるしくみ 毎日の生活リズム＝健康のバロメーターという考え

データで見守る、さりげない安心のかたち テクノロジーの「温かさ」と「さりげなさ」を強調

生活の“音”を聴いて、未来を予測する社会へ 電力・水道＝生活のリズム（音）の比喩で詩的に表現

暮らしの見えないサインを、そっと見守る仕組み “干渉しない優しさ”を含めたセンシングの理想像

電気と水のリズムで、健康と自立をサポートする 具体性と行動の目的（健康・自立）を伝える表現

 キャッチコピー風にまとめた例
•「暮らしのリズムに、さりげなく寄り添うテクノロジー」

•「“いつも通り”を、そっと見守る安心」
•「生活のデータが、あなたの未来を守る」
•「電気と水から見える、もうひとつの健康診断」

暮らしのリズムから健康をまもる



生活データの価
値

ライフスタイルセンシングがつくる、そっと見守るやさしい社会
ライフスタイルセンシングがつくる、そっと見守るやさしい社会
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